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先
日
、
広
島
市
へ
所
用
が
あ
り
時
間

が
空
い
た
た
め
、
呉
軍
港
で
展
示
さ
れ

て
い
る
「
船
艦
・大
和
展
」
を
覗
い
て
み

た
。
館
内
に
は
１
０
分
の
１
の
「
戦
艦
大

和
」
の
展
示
、
館
外
に
は
実
物
の
潜
水

艦
「
し
ん
か
い
」
が
展
示
さ
れ
、
人
間
魚

雷
「
回
天
」
、特
殊
潜
水
艦
「
海
龍
」
の
実

物
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

「
大
和
」
の
撃
沈
に
よ
っ
て
戦
死
さ
れ

た
方
達
の
名
簿
も
記
載
さ
れ
、
和
歌
山

県
出
身
者
名
簿
も
多
数
列
記
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
戦
前
の
兵
器
、
軍
艦
、
艦
船

展
示
の
意
味
は
「
各
種
の
科
学
技
術
」

の
展
示
と
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
全
て

が
人
々
を
惨
殺
す
る
た
め
の
も
の
で

あ
り
、
人
間
魚
雷
な
ど
は
「
自
ら
の
死

を
も
っ
て
相
手
を
攻
め
る
」
戦
争
の
悲

惨
さ
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
潜
水
艦
が
今
、
自
然
界
に
大
き
な
影

響
を
与
え
て
い
ま
す
。
イ
ル
カ
、
ク
ジ
ラ
な

ど
が
潜
水
艦
の
大
音
響
・ソ
ナ
ー
音
に
よ
っ

て
方
向
感
覚
を
失
い
、
海
岸
に
打
ち
上
げ

ら
れ
る
被
害
が
発
生
し
た
こ
と
を
米
軍
は

認
め
て
い
る
、
と
い
う
。
写
真
は
方
向
感
覚

を
失
い
、
砂
浜
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
ク
ジ

ラ
の
大
群
で
す
。 

 

原
子
力
爆
弾
、化
学
兵
器
の
み
な
ら
ず
潜

水
艦
や
大
型
艦
船
の
大
音
響
・ソ
ナ
ー
音
に

よ
る
自
然
界
へ
の
被
害
は
計
り
知
れ
な
い

こ
と
を
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
、安
倍
内
閣
は
「
秘
密
保
護
法
」
の
強
行

採
決
を
衆
議
院
で
行
な
い
ま
し
た
。
こ
う

し
た
「
ク
ジ
ラ
」
の
写
真
も
見
ら
れ
な
く
な

る
か
も
？ 

 

打ち上げられた鯨の大群（フェ－スブッ

クをシェアさせていただきました） 

 
 
 
 

の
り
子
の
週
間
日
誌
（
主
な
も
の
） 

 

１
１
月
２
９
日 

市
駅
前
宣
伝
、
一
般
質
問
準
備 

 
 
 

３
０
日 

河
北
後
援
会
バ
ス
ツ
ア
ー
（
残
念
）
生
き 

 

る
た
め
の
何
で
も
相
談
村 

１
２
月 

１
日 

ゆ
う
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
フ
エ
ス
タ
、
ウ
オ
ー 

 

キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
懇
親
会 

 
 
 
 

２
日 

一
般
質
問
準
備 

 

 
 
 
 

３
日 

県
議
会
開
会 

 
 
 
 

４
日 

休
会 

質
問
準
備 

 
 
 
 

５
日 

休
会 

無
料
生
活
相
談
日 

 

日
本
の
歴
史
を
左
右
す
る
悪
法
、
秘
密
保
護
法

は
自
民
・公
明
・み
ん
な
の
党
に
よ
っ
て
衆
議
院
で

強
行
採
決
し
た
。
わ
ず
か
２
週
間
の
審
議
、
ど
の
世

論
調
査
で
も
国
民
の
７
～
８
割
は
慎
重
審
議
を
求

め
、
２
５
日
福
島
市
で
開
い
た
地
方
公
聴
会
で
も

７
人
の
公
述
人
す
べ
て
が
反
対
や
慎
重
論
だ
っ
た

の
に
、
そ
の
翌
日
に
数
の
横
暴
に
よ
る
民
主
主
義

を
踏
み
に
じ
る
暴
挙
と
い
う
し
か
な
い
。 

 

な
ぜ
急
ぐ
の
か
。
そ
れ
は
法
案
の
中
身
が
明
る

み
に
な
る
に
つ
れ
、
労
働
者
、
市
民
、
学
者
・研
究

者
、
弁
護
士
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
演
劇
人
な
ど
、

反
対
の
世
論
が
急
速
に
高
ま
り
、
「
国
民
の
声
を

恐
れ
て
の
、
追
い
詰
め
ら
れ
て
の
暴
挙
だ
」
（
志
位

委
員
長
）
。
さ
ら
に
怒
り
が
広
が
り
つ
つ
あ
り
、
参

議
院
で
廃
案
に
追
い
込
む
べ
く
闘
い
は
続
く
。 

秘
密
保
護
法
は
、
「
平
成
の
治
安
維
持
法
」
と
い

う
人
も
多
い
。
８
月
に
公
開
さ
れ
た
映
画
「
少
年

Ｈ
」
原
作
の
妹
尾
河
童
氏
の
自
伝
的
小
説
は
、昭
和

５
年
生
ま
れ
の
好
奇
心
旺
盛
な
Ｈ
少
年
が
小
学
生

の
時
、
好
き
だ
っ
た
う
ど
ん
屋
の
兄
ち
ゃ
ん
が
特

高
に
逮
捕
さ
れ
る
第
一
章
だ
け
で
も
、「
こ
れ
は
軍

の
秘
密
や
か
ら
人
に
い
う
た
ら
あ
か
ん
ぞ
」
、
「
レ

コ
ー
ド
を
聞
い
た
こ
と
も
誰
に
も
い
う
な
」
、
「
ト

ッ
コ
ー
っ
て
何
や
？
」
「
大
き
な
声
で
い
う
な
」
と

「
い
う
な
」
と
い
う
会
話
が
何
度
も
で
て
く
る
。  

「
治
安
維
持
法
」
下
の
日
本
を
再
現
し
よ
う
と

い
う
の
が
「
秘
密
保
護
法
」
だ
。
何
と
し
て
も
廃
案

へ
声
を
大
き
く
し
ま
し
ょ
う
。
（編
集
室
） 

１
１
月
２
５
日
、
県
出
身
の
沖

縄
・南
方
諸
地
域
戦
没
者
追
悼
式

が
沖
縄
の
糸
満
市
の
米
須
「
紀
乃

国
之
塔
」
前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
昨

年
度
ま
で
は
遺
族
連
合
会
の
み
な

さ
ま
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
て
き
ま

し
た
が
今
年
度
か
ら
は
県
主
催
と

な
り
私
も
参
列
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
１
９
８
３
４
名
も
の
方
々

が
先
の
大
戦
で
お
亡
く
な
り
に
な

っ
て
い
ま
す
。
戦
没
者
の
追
悼
と

平
和
を
祈
念
す
る
と
い
う
知
事
の

あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
が
基
地
の

問
題
や
特
定
秘
密
保
護
法
に
つ
い
て

は
一
言
も
ふ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。 

 
   

同
日
、
沖
縄
県
選
出
の
５
人
の
自

民
党
国
会
議
員
が
公
約
を
破
っ
て
、

米
軍
普
天
間
基
地
の
名
護
市
辺
野

古
移
転
を
容
認
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

新
基
地
建
設
に
反
対
す
る
沖
縄
の

圧
倒
的
多
数
の
方
々
へ
の
背
信
行

為
で
す
。 

 

ま
た
、
２
５
日
の
翌
日
に
は
与
党

と
み
ん
な
の
党
に
よ
り
、
「
秘
密
保

護
法
案
」
が
強
行
可
決
す
る
と
い

う
無
茶
苦
茶
な
こ
と
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
う
い
っ
た
暴
挙
が
ま
か
り

通
る
よ
う
な
こ
と
は
絶
対
許
せ
ま

せ
ん
。 

 

戦
前
は
、
軍
機
保
護
法
や
国
防

保
安
法
に
よ
っ
て
真
実
が
隠
さ
れ

る
中
で
、
「
大
本
営
」
が
発
表
す
る

ウ
ソ
の
情
報
を
信
じ
、
多
く
の
人

命
が
失
わ
れ
て
い
っ
た
こ
と
は
忘

れ
ま
せ
ん
。
今
、生
き
て
い
る
私
た 

ち
が
「
見
ざ
る
、
聞
か
ざ
る
、
言

わ
ざ
る
」
の
社
会
を
子
ど
も
た

ち
に
残
す
わ
け
に
は
参
り
ま
せ

ん
。 

 

さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
も
反

対
し
て
い
ま
す
。
今
こ
そ
草
の

根
の
力
を
発
揮
す
る
た
め
に
私

も
必
死
で
が
ん
ば
り
ま
す
。 

（の
り
子
） 

   
 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

法律家やマスコミ関係者でつく

る「ストップ！秘密保全法共同

行動」の署名に飛び入り参加し

たのり子です。（21日和歌山駅） 

 


